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1 利用において必要な事項利用において必要な事項

エドへんは、ノートPCや携帯電話を用いて出席登録を行うツールです。大学で開講されている科目の60%で活用されてい
ます。利用にあたっては、ノートPCまたは携帯電話、ノートPC講習会で配布されるEDO-NETのIDとパスワードが必要にな
ります。
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システムの概要システムの概要2

★利用の流れ

1. 授業開始時に教員から板書等で講義パスワードの通知がある。講義パスワードは毎回変わる。
2. ノートPC または携帯電話にて「エドへん」にEDO-NET のID とパスワードでログイン。
3. 板書された講義パスワードを入力する。
4. 該当授業に出席として登録される。
5. この他、過去の出席状況の確認も可能です。（PC画面からはすべての出席データ、携帯からは過

去2週間分のデータが参照できます。）

ログインについてログインについて3

各授業ごとに担当の教員から講義パスワードが板書などにより

告知されます

最初に

告知されます。

ログイン

パソコンを無線LAN に接続させる。大学トップページ → 在学
生の方へ → エドへん の順で進み。ログイン画面を表示させ
る。

携帯電話・PHS の場合は、http://edodai.jp/ に接続して、「エ
ドへん」をクリックする。

左図のログイン画面が表示されます。

EDO-NETのIDとパスワードを入力します。
携帯電話では2回目から［かんたんログイン］を利用できます。

※携帯電話を友人に貸して［かんたんログイン］をした場合、
持ち主の名前で出席が登録されます。借りた携帯電話でログ
インするときは、［かんたんログイン］は利用しないように！

■ユーザID とパスワードについて
EDO-NET のID とパスワードを利用
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■かんたんログインボタンについて
PC の場合は、非表示になります。携帯電話の場合は、2 回
目以降は個体認証により簡単ログインが可能です。PHS は、
簡単ログイン機能は利用できません。

（ ログイン画面 ）



講義パ ド 力講義パ ド 力
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講義パスワードの入力講義パスワードの入力4

① 講義パスワードの入力について

教員から板書などにより通知された数字6桁の講義パスワー
ドを入力して送信ボタンをクリックします。まだ出席は確定され
ません。次の画面で出席登録を行うことで確定します。

■送信可能な時間について

授業時間以外には送信ができません。
送信した時刻がシステムに記録されます。

■過去２週間分の出席状況確認

この画面では、パスワード入力のほかに、
過去２週間分までの出席状況（講義パス
ワードの入力時間が表示）の確認ができま
す。授業時間以外に、この画面にアクセスし
て確認してみましょう。

またパソコンでこのボタンをクリックすると
過去全ての出席を確認できます

② 出席登録確定

過去全ての出席を確認できます。

講義パスワードが一致すると、該当授業の日付・時限・講義
名・教員名が表示されます。間違いがないことを確認してから、
出席登録をクリックしてください。このクリックにて、出席が確定し

★注意事項

ます。

講義パスワードが間違えていた場合はこの画面は表示されま
せん。パスワード入力をやり直してください。

a. 携帯電話・PHS で利用した場合には、1 回あたりパ
ケット代金が8 円程度発生します。こちらは自己負担に
なります。なるべくノートPC を利用しましょう。

b. 教員は、出席登録状況を教室内にてリアルタイムで確
認可能です。よって、不正な出席登録を試みても簡単
に判明します。不正行為に対しては、不正に登録した
学生だけでなく、協力した学生も含めて、厳重に対処し
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ます。

c. また、後日にサーバのアクセスログを解析することでも、
登録したときにいた場所が特定できます。不正な登録
に対しては厳重に対処します。


